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１.事業概要
①山陰自動車道の計画概要①山陰自動車道の計画概要
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凡       例

福岡県

香川県

徳島県
愛媛県

高知県

：　評　価　区　間

：　供　用　区　間

：　新直轄区間（供用中）

：　新直轄区間（事業中）

：　供用区間（Ａ’路線を含む）

：　事業中区間（Ａ’路線を含む）

自動車専用道路

高速道路

◇山陰自動車道は、鳥取県鳥取市を起点とし、鳥取県米子市、島根県松江市等を経て山口県
美祢市に至る延長約380㎞の自動車専用道路である。

◇評価区間である宍道ＪＣＴ 出雲ＩＣ間は延長18 2㎞であり 松江自動車道と接続し 山陰地
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◇評価区間である宍道ＪＣＴ～出雲ＩＣ間は延長18.2㎞であり、松江自動車道と接続し、山陰地
方の観光や産業の振興と発展に貢献するとともに、暮らしの安全・安心の確保に大きく寄与
する。



②事業の概要
出
雲

松
江

ま
つ

い
ず

評価区間

雲
市
知
井
宮
町

江
市
宍
道
町
伊
志
見

え
し

し
ん
じ
ち
ょ
う

い
じ

ず
も
し

ち
い
み
や
ち
ょ
う

松江市役所

島根県庁

H21.11開通 L=13.6㎞
H18.11開通
L=4.6㎞

山陰自動車道 L＝１８．２㎞

(暫定2車線) (暫定2車線)

宍道JCT

見み

しんじ

宍道IC
しんじ

松江玉造IC
まつえたまつくり

斐川IC
ひかわ

出雲市役所

宍道IC

：　評価区間

凡             例

三刀屋木次IC

みとやきすき

出雲IC
いずも

：　高速道路

：　自動車専用道路（事業中）

：　一般国道

：　主要地方道

：　一般県道　

区間
経緯 斐川IC～出雲IC 宍道JCT～斐川IC

整備計画 平成8年12月

■対象区間

路線名・道路名 山陰自動車道

区 間 宍道ＪＣＴ～出雲IC

■事業経緯

しんじ いずも

ひかわ いずも しんじ ひかわ

施行命令 平成9年12月

実施計画認可 平成10年1月

開通日 平成21年11月 平成18年11月

延 長 18.2km

■事業費

計画時 655億円 開通日 平成21年11月
（対計画 ▲1カ月）

平成18年11月
（対計画 ▲4ヶ月）
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計画時 655億円

実 績 608億円（▲47億円）

（キロコスト） 33億円/ｋｍ



２.事業の効果（直接効果）
①開通区間の交通量の推移①開通区間の交通量の推移
○平成18年度に開通した宍道JCT～斐川IC間の交通量においては、開通初年度が

約2 700台/日であり 平成25年度では約3倍の9 600台/日に増加約2,700台/日であり、平成25年度では約3倍の9,600台/日に増加。
○同様に平成21年度に開通した斐川IC～出雲IC間は、約2,600台/日から約4,800台/

日に増加している。
○なお 平成25年度の交通量においては 出雲大社の遷宮や松江自動車道の全通○なお、平成25年度の交通量においては、出雲大社の遷宮や松江自動車道の全通

の影響もある。

宍道JCT 斐川IC 斐川IC 出雲IC

山陰自動車道（宍道JCT-斐川IC間及び斐川IC-出雲IC間）における交通量の変化

評価区間

14,359
14,000

16,000
（台／日）

宍道JCT-斐川IC 斐川IC-出雲IC

「休日特別割引（上限1,000円）」
実施（Ｈ21.3.28～Ｈ23.6.20）

評価区間を含む「山陰自動車道松江玉造IC～出雲IC区間」
にて「高速道路無料化社会実験」実施（Ｈ22.6.28～Ｈ23.6.20）

約3倍に増加
(H18→H25)

斐川IC
宍道JCT
しんじ

ひかわ

出雲市役所

9,295

7,657

9,628

8 000

10,000

12,000

斐川IC

いずも

出雲市役所

2,730
3,417

4,115
5,103

2,613

6,455

4,192
3,510

4,783

4,000

6,000

8,000

※ ※

倍 増
出雲IC
いずも

三刀屋木次IC
みとやきすき
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：　評価区間

：　高速道路

：　自動車専用道路（事業中）

：　一般国道

：　主要地方道

：　一般県道　

凡             例

0 0 0
0

2,000

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

※宍道JCT-斐川IC間における平成18年度の交通量はＨ18.11.25～Ｈ19.3.31の平均交通量、
斐川IC-出雲IC間における平成21年度の交通量はＨ21.11.28～Ｈ22.3.31の平均交通量

約2倍に増加
（H21→H25)
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②周辺道路の交通量の変化
○国道9号（山陰自動車道並行区間）における開通前後の交通量は、断面Ａでは

(台／日) 国道9号 山陰自動車道

○国道9号（山陰自動車道並行区間）における開通前後の交通量は、断面Ａでは
約1割増しているものの、断面Ｂでは約1割減少。

山陰自動車道及び国道9号における交通量の変化

3,473 
26,231 

32,575 

30,000 

40,000 

(台／日) 国道9号 山陰自動車道

評価区間

断面A（斐川IC～出雲IC）

出雲バイパス開通
H19.12.27

約１割増加

26,231 
29,102 

10 000

20,000 

Ｂ

(台／日) 国道9号 山陰自動車道

0 

10,000 

開通前（H17） 開通後（H26）
斐川IC

宍道JCT
しんじ

ひかわ

出雲市役所

H19.12.27開通

出雲バイパス Ａ

Ｂ

断面B（宍道JCT 斐川IC）

7 897
24,432 

29,833 
30,000 

40,000 

(台／日) 国道9号 山陰自動車道

出雲IC
いずも

約１割減少

断面B（宍道JCT～斐川IC）

24,432 
21,936 

7,897 

10,000 

20,000 

出雲IC

三刀屋木次IC
みとやきすき

： 評価区間

凡             例

0 

,

開通前（H17） 開通後（H26）

5出典：H17道路交通センサス、H26実測値（NEXCO西日本）

：　評価区間

：　高速道路

：　自動車専用道路（事業中）

：　一般国道

：　主要地方道

：　一般県道　



③旅行速度の変化
○国道9号（山陰自動車道並行区間）における開通前後の混雑時旅行速度は、A断面○国道9号（山陰自動車道並行区間）における開通前後の混雑時旅行速度は、A断面

ではほぼ横ばい、B断面では上昇。渋滞損失時間が減少。

並行する国道9号における混雑時旅行速度の変化

断面B（宍道JCT～斐川IC）断面A（斐川IC～出雲IC）

38.6 38.3 40.0 

45.0 

50.0 
（㎞/h）

37.3
39.7 

40.0 

45.0 

50.0 
（㎞/h）

評価区間

断面B（宍道JCT～斐川IC）断面A（斐川IC～出雲IC）

約1割上昇

出雲バイパス開通
H19.12.27

ほぼ横ばい

25.0 

30.0 

35.0 

37.3 

25.0 

30.0 

35.0 

Ｂ
20.0 

開通前（H17） 開通後（H26）
20.0 

開通前（H17） 開通後（H26）

並行区間の渋滞損失時間の変化
斐川IC

宍道JCT
しんじ

ひかわ

H19.12.27開通

出雲バイパス Ａ

Ｂ

出雲市役所

出典：H17センサス、H26実測値（NEXCO西日本)より算出

35 
32

40 

50 

（万台時/年）

並行区間の渋滞損失時間の変化

出雲IC
いずも

約1割減少

32 

10

20 

30 

出雲IC

三刀屋木次IC
みとやきすき

： 評価区間

凡             例

渋滞損失時間算出範囲

0 

10 

開通前（H17） 開通後（H26）
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：　評価区間

：　高速道路

：　自動車専用道路（事業中）

：　一般国道

：　主要地方道

：　一般県道　 出典：H17センサス、H26実測値（NEXCO西日本）より算出



④交通事故の変化
○並行する国道9号（出雲市～旧宍道町）と評価区間を合わせた事故件数、死傷事故○並行する国道 号（出雲市 旧宍道町）と評価区間を合わせた事故件数、死傷事故

率は減少。

評価区間

H19.12.27開通

斐川IC

宍道JCT
しんじ

ひかわ

出雲市役所

H19.12.27開通

出雲バイパス

出雲IC

斐川IC

いずも

三刀屋木次IC
みとやきすき

：　評価区間

：　高速道路

：　自動車専用道路（事業中）

凡             例

山陰自動車道及び国道9号（出雲バイパス含む）の死傷事故件数変化 ●開通前後における年平均事故件数の変化

事故件数集計(死傷事故率算出)範囲（出雲市～旧宍道町）

自動車専用道路（事業中）

：　一般国道

：　主要地方道

：　一般県道　

山陰自動車道及び国道9号（出雲バイパス含む）の死傷事故率変化

0

215
203

178 180200

250

300

（件/年） 国道9号(出雲BP含む) 山陰自動車道(宍道JCT-出雲IC)

50.0 

60.0 

（件/億台キロ） 約1割減少
評価区間を含む
「山陰自動車道 松江玉造IC～出雲IC区間」
にて「高速道路無料化社会実験」実施
Ｈ22.6.28～Ｈ23.6.20

宍道JCT～斐川IC間
開通 H18.11.25

斐川IC～出雲IC間
開通 H21.11.28

出雲BP開通
H19.12.27

215 203
178 180 166 156 145 145 148

0

0 0
0 1

2 0 1

178 180
166 157

147 145 149

100

150

200

58.9 
52.0 

20.0 

30.0 

40.0 

156 145 145 148

0

50

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

0.0 

10.0 

開通前（H17） 開通後（H22）

7出典：島根県警察本部提供資料、NEXCO西日本 出典：島根県警察本部提供資料、H17・22センサス、NEXCO西日本資料



３.事業の効果（間接効果）
①災害への備え（緊急輸送道路及び避難路 ネ ク強化）①災害への備え（緊急輸送道路及び避難路のネットワーク強化）

○国道9号、国道431号は斐伊川の河川氾濫区域を通過しているため、山陰自動車道
ひ い が わ

は代替路に指定されている。
○山陰自動車道は、島根県広域避難計画において避難ルートとして指定。

斐伊川の河川氾濫浸水区域 原子力災害時における避難路斐伊川の河川氾濫浸水区域

緊急輸送道路に指定されている国道9号、
国道431号の2本の東西幹線道路が斐伊
川の河川氾濫区域に含まれる。

原子力災害時における避難路

島根県では島根原子力発電所か
ら30km圏内の地域を対象に、避
難先や避難路を設定。
※避難手段としてはバスや自家
用車を指定し 自家用車で避難

山陰自動車道は河川氾濫

用車を指定し、自家用車で避難
する場合は渋滞を避けるために
乗り合わせを原則としている。

10km圏域避難ルート図
斐川IC
ひかわ 宍道JCT

しんじ

山陰自動車道は河川氾濫
区域に含まれておらず、
緊急輸送道路ネットワー
クの強化に貢献

いずも

【地元からの声(出雲市防災安全課)】
・原子力災害に備えた島根県広域避難計画において 山陰自動車道

出典：出雲河川事務所

出雲IC
ず

原子力災害に備えた島根県広域避難計画において、山陰自動車道
は原発事故の際の避難路に指定されている。

・物資搬送だけでなく、避難路としての意味合いからも、国道9号に
加えて山陰自動車道があることで選択肢が広がり、代替路の確保、
混雑緩和等の面で有効である。

出典：原子力災害に備えた島根県広域避難計画
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②安全で安心できる暮らしの確保(管外搬送における迅速性向上)

○松江市 雲南市から出雲市内への搬送件数は 宍道JCT～斐川IC間開通のＨ18

（件 年） 松 市消防本部 雲南消防本部 出雲市消防本部

【地元からの声】山陰自動車道を利用した救急・転院搬送件数の推移 出雲・松江・雲南圏域における
二次 三次医療機関数

○松江市、雲南市から出雲市内への搬送件数は、宍道JCT～斐川IC間開通のＨ18
からＨ25にかけて約3倍に増加。さらには搬送における傷病者の負担軽減に貢献。

7115

137150

200

（件／年） 松江市消防本部 雲南消防本部 出雲市消防本部

（松江市消防本部）
・山陰自動車道は、並行
する国道9号に比べて
カーブや段差が少ない

二次、三次医療機関数

宍道JCT～斐川IC間
開通 H18.11.25

斐川IC～出雲IC間
開通 H21.11.28

約3倍に増加 （件）

医療圏
二次

医療機関
三次

医療機関

出雲圏域 3 2
※

44
69

48
64 63 57

83 95

2
9

19 14 15

21
35

1

2
1 5 17

11

45

73
57

84 82 89

50

100
ため、傷病者への負担
が少なくなる。

（出雲市消防本部）
・第三次医療機関の病床

松江圏域 5 1

雲南圏域 4 0

※

※三次との重複を除く

0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

第三次医療機関の病床
をなるべく確保してお
くため、軽病者を斐川
ICに近い徳洲会病院に
搬送することが多い。

出典：松江市、雲南・出雲市消防提供資料 出典：島根県保健医療計画（H25.4）

山陰道自動車道を利用した救急搬送の状況
松江赤十字病院

雲南圏域の三次医療機関は0

（雲南消防本部）
・斐川ICを利用しての出
雲市内への搬送が年に
15～35件程度ある。

松江市消防本部

出雲徳洲会病院

玉造厚生年金病院

凡 例
・振動の少ない搬送が望
ましい患者の場合、路
面状態の良い山陰自動
車道の利用を選択肢と
して考えている。

斐
ひかわ

宍道JCT
しんじ

雲南消防本部

島根県立中央病院

島根大学医学部
付属病院

出雲市消防本部

　：　2次救急医療施設

： 3次救急医療施設

凡             例

　：　搬送ルート（松江市消防本部）

　：　搬送ルート（雲南消防本部）

　：　搬送ルート（出雲市消防本部）

して考えている。
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斐川IC

出雲IC
いずも

評価区間

：　3次救急医療施設

　：　評　価　区　間

　：　自動車専用道路（事業中）
　：　高　速　道　路
　：　一　般　国　道
　：　主 要 地 方 道
　：　一　般　県  道　



○島根県内で生産されたデラウェアは 出雲ICに近接する集荷場から関東方面など

③物流の効率化の支援(農産物の輸送性向上)

【地元からの声(ＪＡ全農しまね)】

○島根県内で生産されたデラウェアは、出雲ICに近接する集荷場から関東方面など
へ出荷され、鮮度の確保に貢献。

デラウェア出荷経路の変化

出雲ぶどう集荷場

大社東部集荷場

評価区間 ・島根県ではデラウェアのハウス栽培が盛んであり、年間
1500tのデラウェアを出荷している。

・県内で朝収穫されたデラウェアは、出雲ぶどう集荷所及び
大社東部集荷所に一度集められ、翌日5時のせりに間に合
うようにその日の24時までに市場に運ばれる

・県内のデラウェア
が集まる。

東
京
・
大
阪宍道JCT

しんじ

斐川IC
ひかわ

出雲ぶどう集荷場

宍道IC

うようにその日の24時までに市場に運ばれる。
・高速道路を利用した搬送は振動などによる荷傷みが少ない。
・ぶどうは冷蔵したほうが日持ちが良いが、市場では常温で
並べられるため、輸送時に冷蔵すると市場で並べられた際
に結露してしまい、荷傷みが激しい。そこで常温輸送が条
件となるため 鮮度確保の観点からも高速道路の重要性は

阪
へ宍道JCT

・デラウェアは集荷場から出雲IC
を利用して全国へ出荷される。

件となるため、鮮度確保の観点からも高速道路の重要性は
高い。

デラウェアの出荷先

年間1 500t生産される
全国に搬送される

出雲IC
いずも

：　評　価　区　間

：　高　速　道　路：　評価区間開通前

凡             例

所要時間の変化 デラウェアとは…
種のない小粒なブドウで、

関東

20%
県内

21%

デ

年間1,500t生産される
島根県のデラウェアは
全国に出荷される

デラウェアのうち
60％は出雲IC～
宍道JCT間を
経由し出荷

：　自動車専用道路（事業中）

：　一　般　国　道

：　主 要 地 方 道

：　一　般　県  道　

：　評価区間開通後

【開通前】

約40分

種 な 粒な ウ 、
糖度は20～23度と高い。

山陰地方における4～6月の
日照の多い気候を
活かして栽培されている。

い
ず
も

し

出
雲
ぶ
ど
う

し
ん
じ

宍
道
Ｉ

中京

20%
中国

九州

14%

デラウェア

出荷量

約1,500t／年

(平成25年)

【開通後】

約25分 約15分短縮

※H17センサス、H22センサスの平日混雑時旅行速度で算出 10

し
ゅ
う
か
じ
ょ
う

う
集
荷
場

じ
Ｉ
Ｃ

出典：JA全農しまねヒアリング結果

関西

18%

中国
(島根県

以外)

7%



④他プロジェクトとの関係（工場の集積）
○斐川ICを中心に工場が集積し 年間の新設・増設件数は事業着手後約2倍に増加

市 業 が集積

工業団地の集積状況

県内の人口が減少する中 旧斐川町

○斐川ICを中心に工場が集積し、年間の新設 増設件数は事業着手後約2倍に増加。
○工場の集積が進む旧斐川町では人口も微増傾向で推移。

工場集積に伴う人口の増加状況工場の新設・増設件数の変化

26 816 27 689
1.20 30,000

（伸び率:％）（人口:人）

人口（旧斐川町） 島根県(H2=1.0) 松江市(H2=1.0)

旧出雲市(H2=1.0) 旧斐川町(H2=1.0)

3.1
3

4 

（件/年）出雲市内には188.9haの工業団地が集積し、
うち138.2ha(73.2％)がICから5km圏内に立地

評価区間

県内の人口が減少する中、旧斐川町
では工場の増加に伴い人口が増加

約2倍に増加

25,221
25,787

26,816
27,444

27,689

1.10 
1.10 20,000

25,000

1.72 

3 

（仮称）出雲斐川中央工業団地

出雲縁結び
空港

0 92

1.03 

0.98 1.00 

5,000

10,000

15,000

1 

斐川IC
ひかわ

宍道JCT
しんじ

0.92 

0.90 0
H2 H7 H12 H17 H22

0 
工事着手前

(H08～H13)

工事着手後

(H14～H25)

【地元からの声(出雲市産業振興課)】

出雲IC
いずも

※松江市の伸び率：松江市＋東出雲市の伸び率
出典：島根県提供資料 出典：国勢調査

【地元からの声(出雲市産業振興課)】

・出雲市としては、山陰自動車道の開通を契機として企業誘致を行ってお
り、斐川ICの近くに造成中の「（仮称）出雲斐川中央工業団地」は平成
27年7月の分譲開始に向けてPRを行っている。

： 工業団地

凡             例

・斐川IC及び出雲IC周辺の工業団地は、出雲縁結び空港、山陰自動車道
（斐川IC及び出雲IC）の双方に近いという点がPRポイントとなっている。

・立地企業周辺に従業員が住むことで人口の微増が続いている。

11

出典：出雲市提供資料

●（仮称）出雲斐川中央工業団地
・出雲縁結び空港から15分、斐川ICから3分という交通アクセスの良さを

ＰＲポイントに造成

：　工業団地

：　ICから5㎞圏内



⑤個性ある地域の形成（出雲大社へのアクセス向上）
○出雲大社に参拝する観光バス及び自家用車の多くが出雲ICを利用、移動時間が○出雲大社に参拝する観光バス及び自家用車の多くが出雲ICを利用、移動時間が

短縮し、山陰自動車道がアクセス向上に大きく貢献。
○平成25年には約800万人が出雲大社へ参拝し、山陰自動道が周辺の混雑緩和に

貢献

出雲大社 評価区間

貢献。

所要時間の変化

い
ず
も
た
い

出
雲
大

し
ん
じ

宍
道

【開通前】

【開通後】

約49分

出雲大社のアクセス経路の変化

9

431

斐川IC
ひかわ

宍道ＪＣＴ 【地元からの声(出雲市産業観光部観光交流推進課)】
・H25は出雲大社への参拝者数が約800万人を超え出雲市内の

般道においても渋滞が発生した 山陰自動車道が整備さ

い
し
ゃ

大
社

道
Ｊ
Ｃ
Ｔ

【開通後】

約32分 約17分短縮
※H17センサス、H22センサスの平日混雑時旅行速度で算出

：　評価区間開通前

： 評価区間開通後

凡             例
431

9

出雲IC
いずも

一般道においても渋滞が発生した。山陰自動車道が整備さ
れていなければ渋滞は更に大規模になっていたと思われる。

・出雲大社へはほとんどの自家用車と観光バスが出雲ICもし
くは斐川ICを利用して参拝している。

・特に出雲ICから国道431号一本でアクセスできるため便利

：　評　価　区　間

：　高　速　道　路

：　自動車専用道路（事業中）

：　一　般　国　道

：　主 要 地 方 道

：　一　般　県  道　

：　評価区間開通後

9

が良く、相当数の利用がある。
・出雲での滞在時間が増え、山陰自動車道の延伸は好影響を
与えている。

出雲大社の観光バス入込台数と本線大型車交通量の相関

出雲大社へ参拝するバス台数と本線(斐川IC-出雲IC間)大型車交通量の関連が高い

出典：出雲市提供資料出雲大社への参拝者数の推移
約2割増加

10,144 
11,581 

9 694 9,966
12,500 5,000 

（台）出雲大社 バスの入込台数 斐川IC⇒出雲IC トラカンデータ（大型車台数）（台）

348

804

600 

800 

1,000 

（万人）

合計：20,895台

約2割増加
（開通後：H17⇒H23)

平成の大遷宮

宍道JCT～斐川IC間
開通 H18.11.25

斐川IC～出雲IC間
開通 H21.11.28

1 852
2 469

3,346 
4,180 

1 798

9,126 9,033 
7,809 

9,141 
9,694 

7,528 7,721 

9,966 

2 500

5,000 

7,500 

10,000 

1 000

2,000 

3,000 

4,000 

202 206 209 209 214 228 250 231 247 248
348

0 

200 

400 

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

12出典：出雲市、NEXCO西日本

本殿遷座祭等

1,545 1,852 
1,235 

2,469 
1,725 1,504 1,241 

1,798 

0 

2,500 

0 

1,000 

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平成２５年 平成２６年



⑥個性ある地域の形成（周遊観光の促進）
○出雲市の周辺には多くの主要観光施設が立地しており、開通後は各観光施設間へ

【地元からの声】
(出雲市観光交流推進課）

○出雲市の周辺には多くの主要観光施設が立地しており、開通後は各観光施設間
のアクセスが向上し、周遊観光が増加。

周辺の観光施設分布状況と主要施設間経路の変化

出雲大社周辺には (出雲市観光交流推進課）
・山陰自動車道の延伸もあり、島根県内だけではなく鳥取
県も含めた広域な周遊が増加している。

(出雲一畑交通㈱)
・山陰自動車道による移動時間短縮と、滞在時間延長の
ニーズが合致しており 高速道路の利用効果は高い

日御碕

水木しげるロード

皆生温泉
松江城

出雲大社

出雲大社周辺には
多くの観光施設が
立地

ひのみさき
かいけおんせん

みずき

ニーズが合致しており、高速道路の利用効果は高い。
・出雲への来訪者は、夕方に玉造温泉に移動して宿泊され
るお客様が多いため、市内の渋滞を避けるのに山陰自動
車道の効果は高い。

島根ワイナリー

所要時間の変化
玉造温泉

×
×

宍道JCT
斐川IC

出雲IC

×××
××

石見銀山

所要時間の変化

い
ず
も
た
い
し
ゃ

出
雲
大
社

た
ま
つ
く
り
お
ん
せ
ん

玉
造
温
泉

【開通後】

※H17センサス、H22センサスの混雑時旅行速度で算出

【開通前】
約65分

約49分 約16分短縮

：　評価区間開通前

：　評価区間開通後

×  ：　主要渋滞箇所
　　（出雲地域）

：　一　般　国　道

：　主 要 地 方 道

：　一　般　県  道　

凡             例
：　評　価　区　間

：　高　速　道　路

いわみぎんざん

出典：出雲市提供資料主な観光施設の周遊状況（H20・H25）
（開通前） （開通後）◆H20

島根県 鳥取県
日御碕
灯台

島根
ワイナ
リ出雲 202

157
348

島根
ワイナ
リー

出雲

◆H25

鳥取県263

251

鳥取
砂丘

島根県

水木
しげる

水木
しげる

714

山陰自動車道（宍道JCT～出雲IC間）開通後は各施設間の周遊件数が増加

単位：人（観光目的の旅行人数）

※上位20位の組合せを図示

単位：人（観光目的の旅行人数）

423
705

369 328

堀川
遊覧 166

158
小泉
八雲

リー出雲
歴博

202

164

146

264

370

265

172

269
283

634

624
288

356

出雲
歴博

340

264

373

286

232

夢みなと
境港さかな

堀川
遊覧

松江
しんじ
湖温泉 281

251

250

出雲
大社

キララ
多岐

しげる
ロード

しげる
ロード

出雲
大社

13

166

石見
銀山

162

197

皆生
温泉

松江
城 188

玉造
温泉

八重垣
神社

146

254

石見
銀山

321

708

369

皆生
温泉

261

玉造
温泉

八重垣
神社

340

239

松江
城

足立
美術館

足立
美術館

お菓子
の壽城



４.事業で配慮した事項
○新技術新工法の採用 環境 の配慮○新技術新工法の採用、環境への配慮
□新技術新工法の採用
【トンネル新型照明器具の採用】

□環境への配慮
【トンネルコンクリート吹付け及び舗装下層路盤に【トンネル新型照明器具の採用】 【トンネル ンクリ ト吹付け及び舗装下層路盤に
石炭灰の活用】

石炭火力発電所から発生する石炭灰をトンネルコ石炭火力発電所から発生する石炭灰をトンネルコ
ンクリート吹付け及び高機能舗装における下層路
盤へ活用。

□環境への配慮
【建設中に発生した木材をﾁｯﾌﾟ化し再利用】

14



５.その他の取り組み事項
○利用促進に向けた取組み○利用促進に向けた取組み

○中国地方における高速道路の利用促進を目的として、ETC車両限定の周遊型
フリーパス企画割引を実施。

エリア内での周遊が可能な割引を実施（H24～H26のうち限定した期間）
■平成25年の実施概要

実施期間 H25 9 20 H25 12 1のうち連続する 大3日間有効

      

発着エリア

京都・大阪エリア

軽二輪 6,400円

普通車 8 000円

神戸・姫路エリア

軽二輪 5,600円

普通車 7 000円

北九州エリア

軽二輪 6,000円

普通車 7 500円

福岡エリア

軽二輪 6,800円

普通車 8 500円

瀬戸内エリア

軽二輪 4,400円

普通車 5 500円

＜「ぶらり中国道・山陰路周遊フリーパス」＞の概要

フリ パス企画割引を実施。

（平成25年）

・実施期間：H25.9.20～H25.12.1のうち連続する 大3日間有効
・割引内容：発着エリアから周遊エリアまでの1往復分と周遊

エリア内乗り放題が定額料金
・利用台数：約1,700台

※今年度は、H26.7.18～H26.11.30の間で実施しており、11.25時点 周遊エリア（瀬戸内エリア発着プランは桃色のエリア）

普通車 8,000円 普通車 7,000円 普通車 7,500円 普通車 8,500円 普通車 5,500円

発着エリアと周遊エリアの１往復＋周遊エリア内乗り降り自由

（平成25年）

での利用台数は「約6,700台」 浜
田浜

田
東

江
津
西

江
津

出
雲

斐
川

宍
道

松
江
玉
造

東
出
雲

安
来

米
子
西

金城Ｓ

旭

瑞穂

大朝

三刀屋木次

米
子

大山高原Ｓ

溝口

江府

蒜山

湯原

久世
千
代高三 庄東新

大
佐北落

加
計

戸
河吉

六
日鹿徳山 佐用本線

浜田道 米子道

江津道路 山陰道 安来道路

松江道
鳥取道

絵堂

鳥取

名
和

青
谷

は
わ
い

大
栄
東
伯

赤
碕
中
山

＜島根県エリアの利用状況（延台数）＞
お客様の利用動向（平成25年）

瀬戸内

エリア

15%

山口県

7%

大朝 久世代
田

高
田

三
次

三
次
東

庄
原

東
城

新
見

佐
Ｓ

北
房

落
合

院
庄

津
山

美
作

作
東

佐
用広島北

広島西風新都

有漢

賀陽

岡山総社

計
Ｓ

河
内

吉
和

日
市

鹿
野

徳
地

山
口

佐用本線

中国道

広島道 岡山道

大
野

廿
日
市

宮
島
Ｓ

五
日
市

広
島

倉
敷

吉
備
Ｓ

岡
山

山
陽

早
島

美
祢

美
祢
東

小
郡

山陽道

評価区間

出雲エリアへの
発着エリアの状況

各県への利用状況

出雲

エリア

969

石見

エリア

309

奥出雲

エリア

195

関西

エリア

55%

九州

エリア

30%

15%

島根県

43%

鳥取県

14%

岡山県

16%

広島県

20%

ＩＣ スマートＩＣ ハーフＩＣ 本線料金所 周遊エリア 無料道路 周遊エリア外969
松江

・安来

エリア

929

広報活動の事例（平成25年）

14%

15

県作成の情報誌に
掲載していただいた

関西エリアから
のお客様が多い

島根県を訪れた
お客様が多い

出雲エリアのお客様が 多



６.費用便益分析の結果

便益

走行時間短縮便益 1,642億円

走行経費減少便益 億円便益（Ｂ）

(現在価値：H26)

走行経費減少便益 250億円

交通事故減少便益 95億円

計 1,986億円

事業費 734億円
費用（Ｃ）

(現在価値：H26)

事業費 734億円

維持管理費 105億円

計 839億円計 839億円

費用便益比 Ｂ/Ｃ ＝ ２．４
費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注 ）費用及び便益額は整数止めとする
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注１）費用及び便益額は整数止めとする。
注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。
注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計

手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出



７.評価結果及び対応方針（案）
① 評価結果① 評価結果
◇ 直接便益（時間短縮・経費減少・事故減少）を対象とした費用便益比は

２．４である。２．４である。
◇ 高速道路整備により時間短縮、事故率低下など大きな効果が確認された。
◇ 対象区間の開通により、沿線地域へのアクセス性が向上し、

災害時の緊急輸送路として 地域の安全安心に貢献・災害時の緊急輸送路として、地域の安全安心に貢献
・医療機関への搬送時間が短縮し、地域の救急医療を支援
・企業立地促進、地域特産品の物流効率化、観光客数増加により
地域産業が発展

など、様々な効果が発現している。

②② 対応方針（案）
当該区間の開通により、時間短縮や医療・災害面における地域の安全安心
の貢献等十分な効果が確認されたと ろである 今後はへの貢献等十分な効果が確認されたところである。今後は、

◇ 地域との連携・協力を図りながら、当該区間の更なる利用促進に努める。
◇ 国土交通省において事業中の一般国道９号（出雲・湖陵道路）との接続に
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◇ 国土交通省において事業中の 般国道９号（出雲 湖陵道路）との接続に
より、更なるネットワーク効果が発揮されるものと期待されるところであり、
当該事業の円滑な進捗が図られるよう協力していく。


